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滑川町は埼玉県の中央に位置し、「住んでよかった、
生まれてよかったまちへ、住まいるタウン滑川」を目
指し、東武東上線駅の開業や区画整理事業の進展によ
り、人口の増加が続き、全国で８つの「人口が安定し
百年後も消滅しない町」に選ばれて、埼玉県で唯一の

「自立持続可能性自治体」となっている。「こども医療
費無料化」、「学校給食費の無償化」などによって、30
代、40代の人口が増加。将来的に持続可能な町へと進
化し続けている。

滑川町と比べ、当町は宅地条件や交通の利便性など
では劣るが、子育て支援については引けを取っていなかった。さらに、住居や雇用など横断的な対策を
積極的に取り組むことで、移住、定住の成果が表れてくると感じられた。

「移住定住」を主題に総務文教常任委員会所管事務の行政調査を実施しました！
○埼玉県滑川町　滑川町役場　　　　　○栃木県宇都宮市　宇都宮ライトレール
○栃木県下野市　帝国繊維株式会社　　○栃木県栃木市　　塚田歴史伝説館と蔵の街遊覧船

委
員
会
行
政
調
査

特 　 集

総務文教常任委員会行政調査

11月６日 帝国繊維㈱下野工場、宇都宮ライトレール、塚田歴史伝説館、蔵の街遊覧船

11月７日 滑川町役場（百年後も消滅しない町） 移住・定住施策

　帝国繊維㈱下野工場では、「大量送排水ハイド
ロサブシステム」を調査した。災害時に、標準装
備で毎分最大３千リットル、追加装備で毎分１万
５千リットルの大量送排水が可能である。また、
この工場では、全国の消防本部からの個別ニーズ
に即した仕様で救助工作車を製造している。当町
でも、防災設備の充実や危機管理能力の向上が期
待される。

　宇都宮ライトレールに試乗した。一昨年、
次世代型路面電車として開業し、ＪＲ宇都宮
駅から工業団地までの約15ｋｍを運行、朝５
時台から深夜にかけての小刻みなダイヤとな
っており、非常に利便性が高い。初年度から
純利益5,700万円の黒字を達成している。地
方鉄道、バス経営は厳しい状況であるが、他
の交通機関と共存する交通手段として期待さ
れていた。

栃木市は、江戸時代、巴波川（うずま川）の舟運で、江
戸との交易を盛んに行い、豪商たちが蔵を建て並べ、「蔵
の街」あるいは「小江戸」「関東の倉敷」とも呼ばれ、近
年では「美しいまちなみ大賞」を受賞している。

また、塚田歴史伝説館は景観重要建造物に指定され、郷
土の歴史が紹介されており、蔵の街遊覧船は、江戸時代の
舟運を再現して、乗船客に情緒ある蔵の街並みを楽しめる
ような工夫をしていた。

総合的な
移住定住の政策

を考える

ハイドロサブシステム搭載車の例ハイドロサブシステム搭載車の例

宇都宮ライトレール宇都宮ライトレール

滑川町役場滑川町役場

蔵の街遊覧船蔵の街遊覧船
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小布施町は、長野県内最小面積の自治体だが、
移住相談が多く、人口減少が極めて緩やかである
という特長も持っていた。江戸時代から続いてい
る町並みの修復や継承は民間企業のほうから始ま
っており、現在は、町の景観条例も制定されてい
る。条例による対象区域の建物が新、改築される
際には、町が委託した建築士と協議することが義
務付けられ、食い違いが生じないようになってい
た。また、中心地区を歩いて確認したが、路地裏
や個人宅の庭を住民や観光客が自由に通行してい
る様子が伺えた。小布施町には古くから「お庭御
免」という風習があった。

津南町役場を訪れ、農業担当者や議会議長が
出席される中で「スマート農業実証プロジェク
ト」の説明を受けた。農業従事者の負担軽減の
ため、農林水産省の「スマート農業技術の開
発・実証プロジェクト」に参画し、県の指導を
受けながら実施されていた。

様々な課題がある中で、当町と同様に後継者
不足が喫緊かつ最大の課題であり、広域連携、
農業法人の再編成などが検討されていた。また

「土づくり事業」や「雪室による生産調整」な
どにも取り組んでいたが「津南ブランドの品質
や知名度の向上は農業従事者のため」と強く意
識され、農業振興への熱意が感じられた。

里山科学館・森の学校「キョロロ」は、年間入込客
数約60万人、60億円以上の経済効果があるといわれ
る越後妻有トリエンナーレ「大地の芸術祭」の拠点施
設として2003年に誕生した。里山の大自然を活かし
た体験学習、市民参加型の研究イベントや学会研究
者の積極的な参入を行い、ユニークな手法での里山
保全や持続可能な地域づくりを目指していた。博士
号を持つ学芸員など、専門性の高いスタッフが集ま
っており、イベント開催を始め、デジタルアーカイ
ブ、ＶＲ体験設備や多言語表示方式などを採用して、
国際交流を伴った観光事業を展開し、人件費を除い
ては黒字の経営状況となっていた。

委
員
会
行
政
調
査

特 　 集

「地域振興」を主題に産業厚生常任委員会所管事務の行政調査を実施しました！
○長野県小布施町　　小布施町役場・修景事業の中心地　　○新潟県津南町　津南町役場
○新潟県十日町市立　里山科学館 森の学校「キョロロ」

産業厚生常任委員会行政調査

11月８日 津南町スマート農業実証プロジェクト、十日町市立里山科学館

11月７日 小布施町役場 町並み修景事業

今回の行政調査を元に各委員会で代表質問をいたしました。　（Ｐ７～Ｐ８に掲載）

里山の
産業振興政策を

考える

小布施町の路地裏通り小布施町の路地裏通り

トラクターの自動運転試験トラクターの自動運転試験

里山科学館森の学校「キョロロ」里山科学館森の学校「キョロロ」
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第４回定例会の主な議案の内容

今回の第４回定例会は12月４日（水）から12月６日（金）までの３日間の会期で行われ、条例の
改正、補正予算、人事、契約など、20の議案が審議され、原案どおり可決及び同意されました。

●12月補正後の令和６年度予算
12月補正後 補正額

一 般 会 計 46億1,460万2千円 8,146万3千円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 30万 　円 0円

国
保

事業勘定 4億7,938万9千円 92万3千円

施設勘定 6,681万8千円 619万2千円

後 期 高 齢 6,197万2千円 49万8千円

介 護 保 険 6億6,068万8千円 82万6千円

町営スキー場 945万5千円 0円

公
営
企
業

簡 易 水 道 5億9,466万2千円 4,053万9千円

下 水 道 3億9,896万4千円 529万3千円

合　　計 68億8,685万　 円 1億3,573万4千円

指定金融機関の変更について
令和７年度からの町指定金融機関を会津信用金庫に変更することを可決した。

令和６年度柳津町一般会計ほか、２の特別会計、２の企業会計の補正予算
一般会計を含む５つの会計の補正予算を可決した。

【主な内容】	（一般会計）�地域おこし協力隊報酬の減額、超過勤務手当の増額、各種修繕工事の増額など
	 （国保施設）医薬材料費（新型コロナウイルスワクチン購入）の増額
	 （簡水・下水）修繕費・動力費（ポンプ電気料など）の増額

農業委員会委員の任命について
農業委員会等に関する法律の規定により、町農業委員会委員の任期満了に伴う新たな委員９名の候

補者を任命することに同意した。

【追加議案】「柳津町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例」・「町長等の給
与及び旅費に関する条例」・「職員の給与に関する条例」の一部を改正する条例について
国の人事院からの勧告により、国家公務員や都道府県職員で給料等の増額改定がされるのに応じて、

町の特別職の報酬や職員の給与等を見直しするため、３つの条例の一部を改正する条例を可決した。

【追加議案】令和６年度柳津町一般会計ほか、３の特別会計、２の企業会計の補正予算
人事院勧告による人件費の増額を実施するため、一般会計を含む６つの会計の補正予算を可決した。

（※補正後の額は下表のとおり。なお補正額は今回の定例会での２つの補正予算を合算した金額です）

【追加議案】 工事請負契約の締結について
工 事 名　�大成沢・冑中地区導水施設等
　　　　　整備工事
契約金額　１億2,375万円
契約相手　�佐久間建設工業株式会社　　　
　　　　　（三島町）

【追加議案】 工事請負契約の締結について
工 事 名　�大成沢・冑中地区浄水設備
　　　　　整備工事
契約金額　7,150万円
契約相手　�理水化学株式会社仙台支店　
　　　　　（宮城県）

【追加議案】 工事請負契約の変更について
工 事 名　�柳ヶ丘団地１号棟外壁改修工事
契約金額　9,531万９千４百円
契約相手　滝谷建設工業株式会社（三島町）

こんなことを
決めました

議 案 審 議
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議 案 審 議

定例会の最終日に議案審議を行いましたが、質疑応答の一部（令和６年度一般会計補正予算）を
要約して、ご紹介します。

議案の審議（12月６日）

【質問】�商工費について
今回の補正は町民センター等々の修繕費用ということだが、その詳細について伺う。

【回答】（地域振興課長）
・�消防署の設備点検の指導事項に基づくもので、清流苑とせいざん荘で消火器、自動火災報知設備の

受信機バッテリー、煙感知器、誘導灯など。町民センターでは、浴室系統の排水設備の修繕経費とな
っている。

【質問】�超過勤務手当について
当初では、前年あるいは近年の実績を踏まえ予算編成をしていると推察しているが、それでも、

このように補正での対応が出てくるが、その要因に関して伺う。

【回答】（副町長）
・�前年や２、３年前の実績を見て計上しているが、多少減らしながら進めている。緊急で増えた業務に

ついては超過勤務で対応している。業務の効率化を図り、８割程度で押さえて進めていきたい。
【回答】（教育長）
・�学校施設の関連工事による予定以上の対応により、業務量がかなり増えた。美術館では、展示替え

等に地域おこし協力隊の力を借りようと思っていたが、応募者がいない状況もあって現在のスタッ
フで対応したため、業務量が想定より多くなっている状況と捉えている。

【質問】事務事業の見直しについて
事務事業の見直しを行うと聞いているが、何を見据えて実施する考えか伺う。

【回答】（町長）
・�職員の仕事量あるいは質についての見直しは、これから、ずっとやっていかなくてはいけないことだ

と思う。新しい仕事が増えれば、古い仕事は、ある程度やめていく形をとらないと増えていく一方に
なる。職員を増やし続けることはできないので、やるべき仕事、効果的に進めるべき仕事かどうかの
見極めをやっていきたいという意味で、事務事業評価が挙げられており、事務事業評価自体がDX（デ
ジタル改革）そのものだと思っている。

【質問】財政調整基金の取崩しについて
今回の補正（人事院勧告による人件費等の補正）によって、基金を取り崩した場合、その後の基

金の残高を教えていただきたい。

【回答】（総務課長）
・�11月現在の財政調整基金の残高が８億2,800万円ほどとなっている。補正前の取崩し額が１億6,000万

円、今回2,000万円が追加となるので、最終的に１億8,000万円を取り崩すことになる。その結果の基
金残高は６億4,800万円ほどになる。
※財政調整基金…�財源不足や経済状況の著しい変動等に備えるための積立金（標準財政規模の１０％程度が適正な積立て金額

とされている）

【質問】国土調査費について
どこを国土調査しているのか伺う。

【回答】（地域振興課長）
・細八第22地区ということで、主に工業団地周辺になっている。
※国土調査…�国土調査法に基づき、国土の実態を科学的に調査する事業で、国土の開発・保全・

利用の高度化や地籍の明確化を目的としている。地籍調査、土地分類調査、水調査
などがあり、その成果は一般に公開される。

令和６年度一般会計
補正予算について
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議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ
委員会代表質問や一般質問の映像は町の公式ホームページから視聴することができ
ます。（町公式ホームページのURLは「http://www.town.yanaizu.fukushima.jp」です）

スマホやタブレット端末からも、見ることができます！
（右のＱＲコードをご利用ください）

※
一
般
質
問
と
は
…
議
員
が
議
長
の
許
可
を
得
て
、
町
の
事
務
全
般
に
つ
い
て
質
す
発
言
。

※
一
般
質
問
と
は
…
議
員
が
議
長
の
許
可
を
得
て
、
町
の
事
務
全
般
に
つ
い
て
質
す
発
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
方
針
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
方
針
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

委
員
会
代
表
質
問
・
一
般
質
問

委
員
会
代
表
質
問
・
一
般
質
問

「
６
名
の
議
員
」が
町
政
を
問
う
！

「
６
名
の
議
員
」が
町
政
を
問
う
！

委員会代表質問
【７ ページ】総務文教常任委員会副委員長　小林 浩 議員
　　　　　　１、町の防災力の向上について
　　　　　　２、町の公共交通について

【８ ページ】産業厚生常任委員会委員長　　松村 亮 議員
　　　　　　１、地域振興について
　　　　　　２、農業振興について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一　般　質　問
【９ ページ】８番 田﨑 信二 議員
　　　　　　１、健康づくりの推進について
　　　　　　２、米価高騰による備蓄米の対応について

【10ページ】６番 岩渕 清幸 議員
　　　　　　１、来年度の予算編成方針について

【11ページ】２番 渡邊 俊典　議員
　　　　　　１、会津柳津駅改修について
　　　　　　２、町上水道について
　　　　　　３、本庁地区の水道水の取水施設について

【12ページ】７番 新井田 順一 議員
　　　　　　１、小中学校の修学旅行費用の無償化について

第８回赤べこ議会の様子第８回赤べこ議会の様子
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代 表 質 問

１、町の防災力の向上について
２、町の公共交通について

Q
人
口
減
少
に
よ
り
消
防
団

員
の
減
少
と
高
齢
化
が
進

み
、
団
員
数
が
少
な
い
班
で
は

２
、
３
名
で
の
活
動
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
班
や
分
団

の
統
合
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
３
名
以
下

の
班
が
十
班
ほ
ど
あ
る
が
、

特
に
第
５
分
団
は
団
員
数
が
少
な

く
、
幹
部
会
で
、
第
４
分
団
と
の

統
合
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

Q
団
員
の
確
保
対
策
と
し
て

町
出
身
者
で
会
津
管
内
に

住
所
の
あ
る
者
が
入
団
で
き
る
等
、

入
団
規
定
を
変
更
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

A
（
総
務
課
長
）
火
災
に
よ

る
緊
急
出
動
で
は
、
他
の

市
町
村
か
ら
駆
け
つ
け
る
の
は
厳

し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
幹
部
会
で

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

Q
組
織
の
連
携
や
設
備
の
軽

量
化
を
図
る
等
、
地
元
団

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
取
り
組
み

が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

A
（
総
務
課
長
）
小
型
動
力

ポ
ン
プ
の
更
新
時
に
、
軽

量
ポ
ン
プ
の
導
入
を
考
慮
し
て
い

る
。Q

ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
輪
番

制
で
の
出
場
に
な
り
、
ホ

ー
ス
の
担
ぎ
方
等
、
基
本
的
な
動

き
が
分
か
ら
な
い
団
員
も
増
え
、

事
故
防
止
等
の
観
点
か
ら
も
今
後
、

基
本
動
作
等
の
訓
練
も
必
要
だ
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
（
総
務
課
長
）
基
本
動
作

の
訓
練
は
、
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
幹
部
会
や
役
場

内
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Q
政
府
は
先
月
、
災
害
時
に

お
け
る
避
難
所
の
環
境
改

善
の
た
め
防
災
備
品
の
導
入
費
用

を
補
助
す
る
方
針
を
固
め
た
。
補

助
活
用
で
防
災
備
品
の
強
化
も
図

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。A

（
総
務
課
長
）
必
要
な
資

機
材
を
精
査
し
、
補
助
制

度
を
活
用
し
整
備
し
た
い
。

Q
委
員
会
で
調
査
し
て
き
た

大
量
送
排
水
ハ
イ
ド
ロ
シ

ス
テ
ム
と
い
う
油
圧
ポ
ン
プ
は
発

電
機
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
車

両
の
積
込
み
も
な
く
、
す
ぐ
に
運

搬
が
可
能
と
な
る
の
で
、
災
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
も
可
能
に

な
る
。
国
か
ら
の
財
政
措
置
が
あ

る
の
で
購
入
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

A
（
総
務
課
長
）
財
政
措
置

は
あ
る
が
、
一
般
財
源
も

か
か
る
の
で
、
導
入
の
必
要
性
を

十
分
に
考
え
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】
消
費
期
限
が
近
く
な
っ

た
備
蓄
食
料
品
を
小
中
学
生
に
配

付
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
国

際
的
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

観
点
か
ら
も
継
続
す
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

Q
町
民
バ
ス
は
現
在
、
29
人

乗
り
の
バ
ス
で
運
行
し
て

い
る
路
線
が
多
く
あ
る
が
、
14
人

乗
り
ワ
ゴ
ン
車
に
入
れ
換
え
た
だ

け
で
運
行
経
費
、
維
持
費
の
削
減

が
見
込
ま
れ
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。A

（
総
務
課
長
）
児
童
生
徒

が
多
い
路
線
も
あ
り
、
全

て
を
ワ
ゴ
ン
車
に
入
れ
換
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ワ
ゴ
ン
車
に
替

え
ら
れ
る
路
線
も
あ
る
の
で
経
費

削
減
を
し
て
い
き
た
い
。

Q
委
員
会
で
調
査
し
た
埼
玉

県
滑
川
町
で
も
路
線
バ
ス

を
運
行
し
て
い
た
が
、
柳
津
町
と

同
じ
よ
う
に
乗
車
人
数
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
ド

ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
を
取
り
入
れ
た

と
こ
ろ
、
乗
車
人
数
が
大
幅
に
ア

ッ
プ
し
た
。
柳
津
町
と
し
て
は
ど

の
よ
う
な
運
行
方
法
が
合
っ
て
い

る
の
か
を
伺
う
。

※�

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
…
タ
ク
シ

ー
と
同
じ
よ
う
に
予
約
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
場
所
か
ら
場
所
ま

で
を
運
行
す
る
方
式

A
（
総
務
課
長
）
現
在
の
定

時
、
定
路
線
型
と
デ
マ
ン

ド
方
式
の
併
用
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

※�

デ
マ
ン
ド
方
式
…
利
用
者
の
予

約
に
応
じ
て
、
運
行
す
る
時
刻

や
経
路
を
変
え
て
運
行
す
る
方

式
で
数
種
類
の
型
が
あ
る
。

Q
公
共
交
通
に
関
す
る
町
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

A
（
総
務
課
長
）
運
行
方
式

な
ど
に
つ
い
て
の
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
考
え
て
い
る
。

【
意
見
】
町
民
の
方
々
の
使
い
勝

手
が
よ
く
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
運
行
方
法
の
早
期
実
施
を
期
待

し
ま
す
。

総務文教常任委員会代表質問
人口減少による課題にどう対応するのか問う！

小
こば

林
やし

　浩
ひろし

 副委員長

大量送排水ハイドロシステムを積載した自動車大量送排水ハイドロシステムを積載した自動車
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代 表 質 問

A
（
地
域
振
興
課
長
）
気
候

や
地
理
的
な
問
題
等
も
あ

り
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

Q
圃
場
整
備
の
将
来
に
向
け
、

具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
整
備

は
、
ひ
と
通
り
完
了
し
た

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
生
産

者
か
ら
整
備
を
し
た
い
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
地
域
計
画

な
ど
を
活
用
し
て
、
土
地
改
良
区

等
と
十
分
に
協
議
を
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

Q
水
稲
と
園
芸
の
生
産
振
興

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
生
産

者
や
関
係
団
体
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
支
援
、
協
議
、

指
導
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
農
産
物
の
販
売
促
進
政
策

に
つ
い
て
、
町
が
考
え
て

い
る
出
口
戦
略
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
ネ
ー

ミ
ン
グ
等
の
付
加
価
値
に

よ
り
、
他
の
産
地
と
の
差
別
化
や
、

高
く
売
れ
る
販
路
の
拡
大
等
を
図

り
な
が
ら
、
購
買
力
を
上
げ
る
Ｐ

Ｒ
な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

Q
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
に
取
り
組
む
目
的
に
つ

い
て
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
歴

史
的
建
造
物
や
伝
統
、
風

習
、
風
情
等
を
後
世
に
つ
な
ぎ
、

町
民
自
ら
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
誇

り
を
醸
成
し
、
町
の
振
興
を
図
る
。

Q
景
観
計
画
や
条
例
の
必
要

性
は
優
先
順
位
が
高
い
と

考
え
る
。
景
観
計
画
策
定
に
当
た

り
、
新
規
で
立
ち
上
げ
る
委
員
会

の
構
成
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
学

識
経
験
者
、
建
築
や
道
路

管
理
関
係
者
等
を
委
員
に
選
定
し
、

景
観
条
例
制
定
も
含
め
て
協
議
し

て
い
き
た
い
。

Q
景
観
計
画
策
定
に
最
低
３

年
程
度
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
理
由
を
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
他

の
自
治
体
の
平
均
的
な
期

間
と
し
て
の
３
年
間
。
地
域
住
民

と
の
合
意
形
成
に
は
時
間
を
か
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
歴
ま
ち
計
画
の
重
点
区
域

の
選
定
理
由
と
、
ど
の
よ

う
な
効
果
を
狙
っ
て
い
る
の
か
を

伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
歴

ま
ち
計
画
は
国
指
定
の
重

要
文
化
財
が
な
い
と
策
定
で
き
な

い
。「
奥
之
院
弁
天
堂
」
を
中
心

に
８
行
政
区
に
設
定
し
、
観
光
・

伝
統
文
化
等
の
振
興
に
つ
な
が
る

効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

Q
計
画
は
十
年
で
、
ひ
と
区

切
り
の
も
の
で
あ
る
が
、

何
を
、
ど
こ
ま
で
進
捗
さ
せ
る
の

か
を
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
現

時
点
で
は
、
明
言
で
き
な

い
が
、
時
間
を
か
け
て
、
地
域
住

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
町
長
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
コ
ン
セ
プ
ト
（
考
え

方
）
を
、
ど
の
よ
う
に
浸
透
さ
せ

て
い
く
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
の
歴
史
や
伝

統
行
事
、
伝
統
食
、
景
観

な
ど
を
磨
き
上
げ
、
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
発
信
で
き
る
唯
一
無
二

の
町
を
つ
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の

思
い
を
共
有
、
共
感
し
、
自
分
事

と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

Q
農
業
の
構
造
的
な
政
策
に

お
い
て
、
担
い
手
の
育
成

や
新
規
就
農
者
の
現
状
と
そ
の
所

感
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
持
続
可
能
な
営
農
体
制
に

寄
与
す
る
た
め
、
土
地
改

良
区
か
ら
の
要
望
内
容
、
そ
の
も

の
に
必
要
性
を
感
じ
る
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
多
額
の
維
持
管

理
費
や
物
価
高
騰
な
ど
、

昨
今
の
状
況
を
鑑
み
て
、
総
合
的

に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

Q
町
長
公
約
に
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
と
あ
る
が
、
地

域
の
実
態
を
み
る
と
、
先
に
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が
あ
る
と

感
じ
る
。
農
業
政
策
は
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
が
、
今
後
の
展
望
を

伺
う
。

A
（
町
長
）
農
地
の
集
約
、

集
積
を
進
め
、
法
人
と
い

う
永
続
性
の
あ
る
経
営
形
態
を
目

標
と
し
て
い
る
。
経
営
基
盤
を
強

く
し
て
い
く
た
め
の
法
人
化
を
進

め
る
事
に
よ
り
、
個
人
農
家
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト

農
業
を
推
進
し
て
、
作
業
の
効
率

化
を
図
り
、
売
れ
る
農
業
、
儲
か

る
農
業
に
つ
な
げ
た
い
。

松
まつ

村
むら

　亮
りょう

 委員長

１、地域振興について
２、農業振興について

産業厚生常任委員会代表質問
歴まち計画の今後と持続可能な営農体制について問う！



一 般 質 問

9

近年の社会的問題への対応を問う！

１、健康づくりの推進について
２、�米価高騰による備蓄米の対応に
ついて

Q
町
の
総
合
健
診
や
予
防
接

種
事
業
は
早
期
発
見
・
治

療
を
促
し
、
疾
病
の
重
症

化
を
防
い
で
、
医
療
費
抑
制
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
と
健
康

寿
命
延
伸
を
図
る
指
導
等
に
つ
い

て
伺
う
。

A
（
町
長
）令
和
５
年
度
の
特

定
健
診
受
診
率
は
国
や
県

よ
り
高
い
が
、
国
保
医
療
費
で
は
、

が
ん
の
医
療
費
が
１
位
で
あ
る
の

で
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
向
上

さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
は
61
・
３
％
だ
っ
た
が
、
６
年

度
か
ら
は
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
も
始
ま
り
、
引
き
続

き
、
情
報
提
供
し
な
が
ら
呼
び
か

け
て
い
く
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
や
な

い
づ
健
康
楽
歩
」や「
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
」を
継
続
し
て
行
い
、
公

共
施
設
へ
の
健
康
器
具
設
置
を
進

め
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
活

用
し
て
い
き
た
い
。

Q
数
年
前
と
比
べ
、
健
診
受

診
率
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
か
。
ま
た
、
医
療
費

１
位
の
が
ん（
悪
性
腫
瘍
）の
種
類

は
何
か
。

A
（
町
民
課
長
）受
診
率
は
多

少
増
減
を
し
て
い
る
が
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
が

ん
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
多
い
順

か
ら「
胃
が
ん
」「
膵
臓
が
ん
」「
大

腸
が
ん
」と
な
っ
て
い
る
。

Q
が
ん
予
防
の
対
策
と
し
て
、

受
診
率
向
上
以
外
の
方
法

は
な
い
の
か
。

A
（
町
民
課
長
）が
ん
検
診
の

受
診
率
は
低
い
。
新
し
い
検

診
方
法
な
ど
の
情
報
提
供
を
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q
胃
が
ん
対
策
と
し
て
、
ピ

ロ
リ
菌
の
除
去
が
あ
る
。

幅
広
く
、
町
民
へ
の
指
導

や
啓
蒙
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。A

（
町
民
課
長
）
ピ
ロ
リ
菌
除

去
の
助
成
事
業
と
し
て
、

50
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
対
象
の
施

設
健
診
に
よ
る
内
視
鏡
検
査
が
あ

る
。
胃
炎
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合

に
は
、
保
険
適
用
で
抗
体
検
査
が

受
け
ら
れ
、治
療
も
で
き
る
。

※�

ピ
ロ
リ
菌
…
胃
酸
の
な
か
で
も

生
き
ら
れ
る
慢
性
胃
炎
の
原
因

に
な
る
病
原
菌
。

Q
新
た
な
予
防
接
種
は
何
種

類
あ
る
の
か
。
助
成
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）感
染
力
が
高
く
、

重
症
化
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
現
在
の
「
健
康
楽
歩
」「
柳

津
町
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
の
状
況
を
伺
う
。

A
（
町
民
課
長
）令
和
５
年
度

の「
健
康
楽
歩
」は
延
べ
１

０
４
名
、「
柳
津
町
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
」は
26
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

Q
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
全
国
の
中

で
も
早
く
取
り
組
ん
だ
が
、

働
き
ざ
か
り
の
成
人
に
対
す
る
健

康
支
援
も
図
っ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

A
（
町
長
）力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

Q
令
和
の
米
騒
動
と
、
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
る
中
、
な

ぜ
、
今
回
の
よ
う
な
米
価

高
騰
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
か
。

A
（
町
長
）需
給
バ
ラ
ン
ス
が

完
全
に
崩
れ
、
需
要
が
完

全
に
上
回
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

Q
「
備
蓄
米
」は
国
が
法
律
に

基
づ
き
確
保
し
て
い
る
も

の
で
、
町
で
は
生
産
調
整

に
よ
る
備
蓄
米
事
業
へ
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
が
、
販
売
米
と
備
蓄

米
の
価
格
差
が
大
き
い
今
、
ど
の

よ
う
に
理
解
を
求
め
て
い
く
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）来
年
度

も
続
け
た
い
が
、
国
や
近

隣
町
村
等
の
動
向
を
勘
案
し
、
財

政
側
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Q
多
く
の
農
家
か
ら
「
来
年

は
備
蓄
米
を
生
産
し
な

い
」
と
い
う
声
を
聞
い
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）近
隣
町

村
の
動
向
等
を
調
べ
て
い

る
が
、
差
額
の
補
填
で
は
な
く
、

生
産
調
整
に
対
す
る
協
力
金
と
い

う
趣
旨
で
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
備
蓄
米
事
業
に
取
り
組
ま

な
か
っ
た
場
合
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
は
あ
る
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
等
は
な
い
。

Q
生
産
者
か
ら
の
協
力
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

町
と
し
て
取
り
組
ま
な
い

と
い
う
意
思
統
一
が
で
き
る
の

か
。A

（
地
域
振
興
課
長
）一
定
の

生
産
調
整
は
米
価
が
下
落

し
た
際
の
リ
ス
ク
分
散
に
な
り
ま

す
の
で
、
理
解
を
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
。

【
意
見
】
生
産
調
整
を
考
え
な
く

て
も
、
担
い
手
の
減
少
に
よ
り
自

然
に
減
っ
て
い
く
の
が
現
状
で
あ

る
。
農
地
改
善
等
に
つ
い
て
、
農

業
委
員
会
等
と
相
談
を
し
な
か
ら

解
決
す
べ
き
問
題
な
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

※�

備
蓄
米
（
政
府
備
蓄
米
）
…
凶

作
や
不
作
時
の
流
通
安
定
の
た

め
日
本
政
府
が
備
蓄
食
料
と
し

て
保
存
し
て
い
る
米
。
平
成
七

年
に
法
律
で
制
度
化
さ
れ
た
。

８番　田
た

﨑
さき

信
しん

二
じ

議員
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で
き
な
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面

に
強
力
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

宅
地
分
譲
に
つ
い
て
は
、
町
有

地
を
検
討
し
て
い
る
が
、
町
よ
り

も
民
間
の
ほ
う
が
安
く
で
き
る
の

で
、
施
策
と
し
て
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

Q
公
約
に
地
熱
・
小
水
力
・

太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
挙
げ

て
い
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か

伺
う
。

A
（
町
長
）
地
熱
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
３
つ
あ
り
、

町
が
株
主
等
の
売
電
会
社
。
電
気

の
地
産
地
消
。
余
熱
を
使
っ
た
二

次
熱
利
用
。
こ
れ
ら
を
推
進
す
る

た
め
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
昨
年

度
、
可
能
性
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、

県
か
ら
実
施
の
打
診
等
は
な
い
。

可
能
な
ら
応
じ
た
い
が
、
ま
ず
は
、

地
熱
の
ほ
う
を
優
先
的
に
考
え
て

い
る
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
パ

ネ
ル
で
景
観
が
害
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
が
、
薄
い
パ
ネ
ル
が
出
て

く
る
こ
と
も
あ
り
え
る
の
で
、
景

観
計
画
等
の
話
し
合
い
の
中
で
、

線
引
き
等
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

Q
今
回
の
補
正
予
算
で
、
超

過
勤
務
手
当
の
増
額
補
正

が
目
に
着
い
た
が
、
超
過
勤
務
で
、

職
員
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
こ
と
が

Q
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
、
町
長
の
方
針

を
伺
う
。

A
（
町
長
）
第
６
次
柳
津
町

振
興
計
画
の
将
来
像
「
み

ら
い
創
生
。
ひ
と
・
ゆ
め
・
れ
き

し
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」
実
現
の
た

め
、
振
興
計
画
審
議
会
や
地
区
等

か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
事
業
の

必
要
性
・
緊
急
性
・
費
用
対
効
果

な
ど
に
よ
る
優
先
順
位
で
再
構
築

等
を
図
っ
て
い
く
。

予
算
の
確
保
は
、
国
県
の
変
化

に
応
じ
て
行
う
。
ま
た
使
用
料
等

の
見
直
し
や
未
使
用
財
産
の
処

分
、
各
種
団
体
等
の
補
助
金
の
精

査
な
ど
を
し
て
い
く
。

近
年
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
物

価
高
騰
な
ど
の
た
め
、
臨
時
的
な

事
業
が
増
え
て
い
る
が
、
長
期
安

定
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

た
い
。

※�

振
興
計
画
…
自
治
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
目
標
や
基
本
方
針

を
定
め
る
行
政
運
営
の
最
上
位

計
画
。
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
策
定
義
務
は
廃
止
さ
れ
た

が
、
条
例
等
を
根
拠
に
し
て
策

定
し
て
い
る
自
治
体
は
多
い
。

Q
来
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
目
標
額
を
い
く
ら
に
設

定
す
る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
こ
れ
ま
で
の
伸

び
率
や
返
礼
品
の
開
拓
状

況
な
ど
も
見
て
、
五
千
万
円
と
考

え
て
い
る
。

Q
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の

必
要
性
の
精
査
を
す
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
臨
む
の
か
。

A
（
町
長
）
総
合
的
に
判
断

す
る
し
か
な
い
が
、
頭
を

痛
め
て
い
る
。
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

Q
町
長
の
公
約
に
、
公
共
施

設
の
再
編
と
運
営
母
体
の

見
直
し
と
あ
る
が
、
具
体
策
を
伺

う
。A

（
町
長
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
検
討

す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
。

今
は
振
興
公
社
を
指
定
管
理
者
と

し
て
施
設
運
営
し
て
い
る
が
、
将

来
的
な
方
向
性
を
視
野
に
入
れ
、

ご
意
見
も
拝
聴
し
な
が
ら
行
っ
て

い
き
た
い
。

Q
公
約
で
は
、
空
き
家
の
利

活
用
と
宅
地
分
譲
を
進
め

る
と
あ
る
が
、
具
体
策
と
予
算
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
が
空
き
家
を

所
有
者
か
ら
10
年
間
無
償

で
借
り
、
国
２
分
の
１
、
県
４
分

の
１
、
町
４
分
の
１
の
財
政
負
担

に
よ
る
補
助
制
度
を
つ
く
っ
て
改

修
し
、
移
住
希
望
の
方
に
入
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
事
業
が

１、来年度の予算編成方針について

持続可能なまちづくりの推進を問う！

無
い
よ
う
に
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
事
務

事
業
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

A
（
町
長
）
町
の
新
た
な
仕

事
を
着
手
で
き
る
体
制
も

必
要
な
の
で
、
事
務
事
業
の
見
直

し
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
般
の
人
で
も
で
き
る
仕
事
は

外
部
に
委
託
し
て
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
な
ど
の
人
材
も
積
極
的
に

登
用
し
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】
予
算
は
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
町
長
は
選
択
を
迫
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
広

く
平
ら
に
使
っ
て
い
れ
ば
、
不
満

は
出
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
特

徴
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な

い
。
そ
れ
は
、
生
き
た
お
金
の
使

い
方
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り
、
担
当
課
に

指
示
を
出
し
て
、
め
り
張
り
の
あ

る
予
算
編
成
と
な
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。

６番　岩
いわ

渕
ぶち

清
きよ

幸
ゆき
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町の施設の問題点について問う！
１、会津柳津駅改修について
２、町上水道について
３、本庁地区の水道水の取水施設に
　　ついて

Q
会
津
柳
津
駅
舎
の
改
修
工

事
に
つ
い
て
、
六
月
、
九

月
の
一
般
質
問
で
指
摘
し
た
が
、

待
合
室
の
土
間
仕
上
げ
の
割
れ
は

引
き
渡
し
時
か
ら
起
き
て
い
た
の

に
、
今
も
改
善
が
見
ら
れ
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

A
（
町
長
）
凍
結
割
れ
等
も

想
定
し
て
、
来
年
春
以
降

の
補
修
施
工
を
考
え
て
い
る
。

Q
設
計
図
書
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
ひ
び
割
れ
だ

け
で
な
く
剥
離
の
可
能
性
も
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
改
修
す
る
の
か
。

A
（
町
長
）
寒
い
冬
に
も
十

分
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
、

改
修
方
法
等
を
確
認
し
て
い
く
。

【
意
見
】
設
計
し
た
事
務
所
は
現

場
監
理
も
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

完
成
引
渡
と
判
断
し
た
管
理
責
任

と
施
工
業
者
の
責
任
と
を
明
確
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
町
上
水
道
に
つ
い
て
、
軽

井
沢
の
水
源
地
か
ら
受
水

槽
ま
で
の
配
管
ル
ー
ト
が
雑
木
林

に
な
っ
て
い
る
が
、
漏
水
等
の
管

理
を
ど
う
す
る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
施
設
監
視
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
漏
水
発

生
時
は
瞬
時
に
職
員
へ
警
報
が
届

き
、
現
地
に
行
か
ず
と
も
現
状
を

覚
知
し
、
早
期
に
現
地
調
査
、
緊

急
修
繕
等
の
対
応
を
取
っ
て
い
る
。

管
の
埋
設
方
法
に
つ
い
て
は
一
長

一
短
が
あ
り
、
今
後
も
そ
の
場
所

に
適
し
た
方
法
に
よ
り
整
備
を
し

て
い
く
。

A
（
建
設
課
長
）
漏
水
時
に

は
必
要
な
機
材
や
人
手
を

用
い
て
修
理
、
管
理
を
し
て
い
く
。

【
意
見
】
配
管
工
事
を
し
た
際
は
、

車
両
も
重
機
も
行
け
る
通
路
が
あ

っ
た
わ
け
な
の
で
、
通
路
の
草
刈

り
を
し
て
い
れ
ば
、
現
状
の
よ
う

に
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
。
今
後

の
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

Q
椿
か
ら
藤
ま
で
の
配
管
が

仮
設
用
で
露
出
し
て
お
り
、

改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た

一
度
に
で
は
な
く
、
年
次
計
画
で

改
善
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

A
（
町
長
）
平
成
23
年
７
月

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に

よ
り
藤
地
区
浄
水
場
が
水
没
し
稼

働
不
能
と
な
っ
た
た
め
、
柳
津
配

水
池
か
ら
藤
地
区
へ
仮
設
の
配
水

管
に
よ
り
供
給
し
て
い
る
。
地
理

的
に
道
路
下
へ
の
埋
設
を
検
討
中

だ
が
、
起
伏
が
激
し
く
延
長
も
長

く
、
多
額
の
工
事
費
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
や
県
道
で
あ
り
生
活
道
路

と
し
て
利
用
し
て
い
る
住
民
も
多

い
こ
と
か
ら
、
県
や
地
区
住
民
と

も
十
分
に
協
議
し
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A
（
建
設
課
長
）
露
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
目
視
で
き

る
。
凍
結
の
心
配
は
な
い
。
で
き

る
限
り
費
用
を
抑
制
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

Q
現
在
の
取
水
施
設
は
只
見

川
近
く
の
地
下
水
を
汲
み

上
げ
て
い
る
が
、
氾
濫
時
に
は
冠

水
し
て
し
ま
う
こ
と
と
、
川
の
浸

透
水
が
混
ざ
る
懸
念
も
捨
て
き
れ

な
い
が
、
別
な
場
所
か
ら
の
取
水

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

A
（
町
長
）
現
在
ま
で
同
等

以
上
に
良
質
か
つ
取
水
量

が
確
保
で
き
る
適
地
は
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。
只
見
川
が
氾
濫
し
た

際
に
冠
水
し
水
質
に
影
響
が
出
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
現
在
、

柳
津
配
水
池
に
新
た
な
浄
水
設
備

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
膜
ろ
過
方
式
の
設
備
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
濁
質
成

分
を
は
じ
め
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
病
原
菌
を
除
去
し
、
良
質
な

水
の
安
全
供
給
を
図
る
。
本
計
画

は
令
和
３
年
度
に
県
か
ら
認
可
を

得
て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
地
質

調
査
、
測
量
、
設
計
、
積
算
に
、

２番　渡
わた

邊
なべ

俊
とし

典
のり

議員

令
和
８
年
度
か
ら
本
工
事
に
着
手

し
、
２
か
年
計
画
で
竣
工
を
目
指

し
て
い
る
。

Q
現
在
、
全
国
で
問
題
視
さ

れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ

ー
フ
ァ
ス
：
人
体
に
蓄
積
し
発
が

ん
性
が
危
惧
さ
れ
る
物
質
）
は
、

ろ
過
装
置
で
は
取
り
除
け
な
い
し
、

河
川
か
ら
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る

と
い
う
報
告
が
あ
る
。
軽
井
沢
川

の
上
流
に
大
量
の
良
質
（
保
健
所

の
検
査
に
よ
る
）
な
水
源
が
あ
る

が
、
利
用
す
れ
ば
自
然
勾
配
で
配

水
で
き
、
維
持
管
理
の
節
約
が
で

き
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
（
建
設
課
長
）区
域
へ
の
供

給
水
量
が
必
要
な
の
で
、

提
案
と
し
て
お
預
か
り
い
た
し
ま

す
。
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Q
子
ど
も
は
国
の
宝
、
町
の

宝
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

未
来
永
劫
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、

子
ど
も
が
未
来
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
今
の
子
育
て
支
援
で
十
分

だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
町
の
子
育
て
支

援
策
は
非
常
に
充
実
し
て

い
る
と
評
価
し
て
は
い
る
が
、
十

分
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
日
々

考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
る
。

Q
（
無
償
化
は
）
国
が
や
る

べ
き
で
、
施
策
の
緊
急
性

や
優
先
順
位
を
精
査
す
る
と
い
う

が
、
今
そ
う
い
う
も
の
は
あ
る
の

か
ど
う
か
伺
う
。

A
（
教
育
課
長
）
教
育
予
算

に
は
、
学
校
や
美
術
館
等

の
施
設
管
理
や
教
育
の
振
興
に
係

る
事
業
な
ど
に
多
く
の
一
般
財
源

を
投
入
し
て
い
る
の
で
、
財
政
当

局
と
協
議
し
な
が
ら
判
断
し
て
い

き
た
い
。

Q
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
各
自
治
体
も
対
策
に

苦
慮
し
て
い
る
が
、
物
価
高
が
急

激
に
進
み
、
家
計
を
圧
迫
し
、
教

育
に
か
か
る
保
護
者
の
負
担
も
大

き
い
。
中
で
も
修
学
旅
行
は
大
き

な
割
合
を
占
め
、
近
年
全
国
で
費

用
を
無
償
化
す
る
自
治
体
が
増
え

て
き
た
。
ま
ず
は
負
担
の
大
き
い

修
学
旅
行
を
無
償
化
し
、
保
護
者

も
子
供
も
学
校
も
安
心
し
て
教
育

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
配
慮
す

べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

A
（
町
長
）
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
る
一
方
で
義
務
教
育
は
全
て

の
児
童
生
徒
が
平
等
に
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
公
費

負
担
の
枠
組
み
は
国
が
中
心
と
な

っ
て
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
国
の
無
償
化
や
子
育
て
支

援
策
を
注
視
し
な
が
ら
、
法
令
な

ど
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の

や
緊
急
性
の
高
い
も
の
な
ど
、
優

先
順
位
を
精
査
し
、
恒
久
的
に
充

当
可
能
な
財
源
が
あ
る
か
を
見
定

め
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
今
後
、

社
会
経
済
情
勢
が
変
わ
っ
て
い
く

中
、
修
学
旅
行
の
費
用
が
著
し
く

高
騰
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

補
助
金
等
の
検
討
が
必
要
に
な
っ

て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

Q
全
国
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
て
い
る
か
。

A
（
教
育
課
長
）
全
国
的
な

調
査
は
し
て
い
な
い
が
、

両
沼
管
内
で
は
会
津
美
里
町
、
会

津
坂
下
町
、
湯
川
村
、
昭
和
村
は

給
食
費
の
無
償
化
を
始
め
た
ば
か

り
で
、
追
加
の
支
援
は
難
し
い
よ

う
で
あ
る
。
金
山
町
で
は
平
成
26

年
度
か
ら
小
学
校
が
１
人
２
万
円
、

中
学
校
が
１
人
７
万
５
千
円
の
補

助
を
し
て
い
る
。
三
島
町
で
は
、

中
学
校
の
み
６
万
円
を
超
え
た
分

を
補
助
し
て
い
る
が
、
平
和
教
育

と
し
て
沖
縄
県
の
時
の
み
に
限
定

し
て
い
る
。

Q
全
国
で
は
一
部
の
市
町
村

で
実
施
し
て
い
る
が
、
国

の
動
向
に
先
駆
け
無
償
化
し
た
首

長
の
判
断
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

A
（
町
長
）
ど
こ
に
重
点
を

置
き
政
策
を
つ
く
り
、
予

算
を
つ
け
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
な
の
だ
と
思
う
。

Q
「
柳
津
の
未
来
」
と
い
う

こ
と
を
聞
か
れ
た
と
き
に

思
い
つ
く
も
の
は
何
か
。

A
（
町
長
）
15
年
、
20
年
後

は
想
像
で
き
な
い
が
、
こ

う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
と

し
て
は
、
子
供
た
ち
や
町
民
が
笑

顔
で
暮
ら
し
て
い
け
る
町
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。
町
の
大
切
な
も
の
を

守
り
、
未
来
永
劫
に
つ
な
い
で
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

１、小中学校の修学旅行費用の無償化
　　について

良い政策は、素早く実施すべき
ではないのかを問う！

Q
子
育
て
支
援
は
、
教
育
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
修

学
旅
行
の
経
費
の
無
償
化
を
や
っ

た
場
合
、
県
内
で
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
本
当
に
早
い
と
思
う
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
が
軽
減
し
て

２
人
目
以
降
の
出
産
が
望
め
、
話

題
性
も
あ
っ
て
、
移
住
定
住
の
促

進
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
圓
藏

寺
の
「
十
三
講
詣
り
」
が
あ
り
、

虚
空
蔵
様
は
知
恵
を
授
け
る
菩
薩

な
の
で
、
観
光
資
源
に
も
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
現
在
、
職
員
の
仕

事
量
は
増
え
、
一
般
職
員
か
ら
管

理
職
ま
で
も
疲
弊
状
態
に
な
っ
て

い
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
、
こ
の
課
題
を
解
決
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
い
か
が

か
。A

（
町
長
）
良
案
で
も
、
水

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
を

染
み
込
む
こ
と
な
く
流
れ
て
し
ま

う
の
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

て
は
困
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
や

っ
て
い
き
た
い
。

７番　新
に

井
い

田
だ

順
じゅん

一
いち

議員
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―　令和６年度　定期監査意見書　―
地方自治法第199条第１項及び第４項の規定に基づき、10月21日より11月５日までの期間中７日間にわ

たり定期監査を実施したので、監査の結果に関する報告書を添えて、下記のとおり意見書を提出します。

１�、町職員は法令、県条例、町条例、規則を熟知し、これを順守することが最も重要です。与えられた職務の
中で、また町の職員として常に課題を認識し、課題解決のために国や県の動向を把握し、日々更新される政
策を町政に反映させ、政策の先取りと財源の確保を行い、効率的、効果的な町政運営を図る必要があります。
このために、職員自ら、特に係長、課長は福島県や近隣市町村とのパイプを太くし、町の実情を発信すると
共に、新たな情報を取得し、町行政、町財政に反映させてください。

２�、各種団体等の公金管理が82件と非常に多くあり、事故防止や職員の負担軽減の観点からも、当該団体の
理解を得て極力減らすよう指摘しておりましたが、この１年間で８件の削減に努めていただきました。引き続き
更なる削減に努めてください。

３�、農業関係補助金については、非常に煩雑で区分が
難しいものがありますので、補助金の整理統合に努め
てください。

４�、地方自治法における予算制度、町財務規則などを習
熟し、効率的な行財政運営を行ってください。

令和６年12月２日　代表監査委員 　岩佐　 利昭
議員監査委員 　新井田 順一

活 動 報 告

各種事業の報告各種事業の報告
両沼地方町村議会議長会中央要望会両沼地方町村議会議長会中央要望会

県道滝谷桧原線　桧原バイパス中心抗設置式県道滝谷桧原線　桧原バイパス中心抗設置式

両沼地方町村議会議長会では2年に一度、両沼地
方町村議員大会を開催し、各議会からの要望（主に
道路や河川に関するもの）を取りまとめ、国や県に
要望しております。今年は11月12日に各町村議会
の議長が衆議院と参議院会館を訪れ、昨年の第34回
議員大会で決議した要望書を地元出身の国会議員の
方々に手渡し、早期に実現できるように要望しまし
た。

12月１日、三島町桧原地内において、県道滝谷桧原線桧
原バイパスの中心杭設置式が行われました。
県や地元区長などの関係者のほか、三島町、昭和村、柳

津町の２町１村の代表者として、町村長や議会議員が出席
し、工事の安全を祈願いたしました。
県道滝谷桧原線は、当町の支所地区や昭和村などと三島

町を結ぶ重要な道路であり、早期の完成が期待されていま
す。

定期監査 10月21日から７日間、令和６年度上半期の町会計事務及び経営管理状況に関する会計
監査を行いました。その結果について、意見書（概要は下記のとおり）を提出しました。
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お 知 ら せ

請願・陳情の制度について
今さら聞けない！

のかも？

○請願書・陳情書（要望書）について
・�請願とは、憲法や地方自治法、町議会会議規則などで定められている、国民の皆さんが、町政な

ど（身近なことなど）について、直接、議会等に要望できる制度です。なお、請願には「議員の
紹介」が必要となります。

・�陳情（要望）とは、住民の皆さんが町政など（身近なこと）について、利害関係を有する場合な
どにおいて、議会等にその実情を訴えることができる制度ですが、請願とは異なり法的な定めは
ありません。

◇請願書の提出について
・�議会へ請願書を提出する場合には、所定の記載をして、添付書類等を整えてから、議会事務局に提

出してください。書式は特にありませんが、次のような形でお願いしていますので、ご協力ください。

・�請願の内容について、意見書の提出を求める場合には「〇〇〇についての意見書（案）」を忘れ
ずに添付してください。

◇陳情書（要望書）について
・�柳津町議会では「陳情書（要望書）」の取り扱いについては、請願と同じです。

※お問い合わせは　議会事務局　TEL： 0241-42-2390　E-Mail：gikai@town.yanaizu.fukushima.まで。

〇〇〇〇〇に関する請願書
令和〇年〇月〇日

柳津町議会議長　〇〇〇〇 様
請 願 者　住所　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　㊞
紹介議員　（氏　　名）　　　　　　  ㊞

（署名または記名押印）
下記のとおり、地方自治法第124条の規定により請願いたします。

記
１．件　　　名　　〇〇に関する請願　　　　　　　　
２．請願の要旨　　〇〇〇・・・・・・
３．請願の理由　　〇〇〇・・・・・・

第１回臨時会の主な議案の内容
令和７年第１回臨時会が１月20日に行われ、工事請負契約の変更２件を審議し、原案どお
り決定しました。

工事請負契約の変更
令和６年第３回臨時会で可決した町道五畳敷大成

沢線（四ッ谷地内）土砂撤去工事請負契約について、
契約金額の増額をする変更契約を可決した。

【主な増額の理由】
実際に工事を施工したところ、資材購入や機械借上

経費などの増額が必要となったため。

契 約 金 額　１億2,055万7,800円
契約の相手方　有限会社　西村土建
　　　　　　　代表取締役　猪股　勝

工事請負契約の変更
令和５年第１回臨時会で可決した大成沢・冑中

地区取水・導水施設整備工事請負契約について、
契約金額の減額をする変更契約を可決した。

【主な減額の理由】
令和５年度からの繰越事業であるため、今年度で

期間満了となる。施工できないと見込まれる内容（仮
舗装の復旧工事など）の部分を減額した。

契 約 金 額　１億188万2,000円
契約の相手方　両沼公産株式会社
　　　　　　　代表取締役　田村　隆幸

こんなことも
決めました
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町議会　特別職報酬等検討委員会を開催

　　議会モニターになってみませんか？

お 知 ら せ

町議会では、定例会の運営等について、町民の皆様からのご意見を伺い、今後の議会運営に反映さ
せるため「議会モニター制度」を実施しております。令和７年度における議会モニターを下記のとお
り募集します。

 
【 資 　 　 格 】①満18歳以上の町民の方（町役場職員を除く）

②町議会の仕組みや運営に関心がある方
③町政及び地域社会の発展に関心がある方

【 任 　 　 期 】令和７年４月１日～令和８年３月31日（１年間）
【 業 務 内 容 】①定例会を傍聴し、会議の運営等に関するご意見を文書等で提出する。
　　　　　　　②議会だよりやホームページに関するご意見を文書等で提出する。
　　　　　　　③議員との意見交換会に参加する。（年１回程度）

【 応 募 期 間 】令和７年３月３日（月）から３月28日（金）まで（郵送の場合は当日消印有効）
【 申 込 方 法 】�申込用紙に必要事項を記入し議会事務局まで持参、郵送、FAX、メール、いずれか

の方法でお申し込みください。
（申込用紙は町のホームページよりダ
ウンロードしていただくか議会事務局
で交付いたします。）

【お問い合わせ】議会事務局　
　TEL：０２４１－４２－２３９０

※�町のホームページにも掲載しておりますのでご覧ください。

現在、地方を取り巻く情勢は少子高齢化や人口減少が急速に進み、「担い手不足」が深刻化してお
り、地方議会においても議員のなり手が不足する状況となっております。

このことは、一部の町村議会の問題だけではなく、地方自治の弱体化を招き、国や県の危機にもつ
ながる重要な問題です。当町議会でも検討委員会を立ち上げ、報酬等の見直しを審議しています。

これまで、県内の人口同類の町村の実態や両沼管内の見直し状況などを参考に協議し、また、原価
方式（議員の年間活動割合を首長の報酬額を基に計算）による試算も行い、検討したところです。今
後も持続可能なまちづくりを実現するため、町民のご意見等を幅広く聴き、その負託に応えていくた
めにも、議会体制の見直しを行ってまいります。

募集します！

只見町議会運営委員会
行政視察のため来町

１月22日、只見町議会運営委員の皆さんが当町の
議会運営を視察するため、来町されました。只見町
においても人口減少や担い手確保など、当町と共通
する課題が多く、より良い地域づくりのため、議会
として果たすべき役割を模索されています。今回の
視察を通じ、議会体制、委員会の活動状況などにつ
いて意見交換を行い、理解を深めました。
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−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和６年第３回定例会以降）（令和６年第３回定例会以降）  −−
	 ９月13日	 町空き家等対策協議会	 （産業厚生常任委員長）
	 15日	 本庁地区敬老会、支所地区敬老会	 （議員全員、～９月16日）
	 19日	 秋の全国交通安全運動宣言式	 （議長、総務文教常任委員長）
	 10月２日	 県道会津高田柳津線・赤留塔寺線整備促進期成同盟会総会	（議長、産業厚生常任委員長）
		  市町村対抗ソフトボール大会結団式・壮行会	 （議長）
	 ５日	 町教育講演会	 （総務文教常任委員長）
	 10月15日	 両沼地方町村議会議長会　福島県庁・出先機関要望会	（議長）
	 25日	 県町村議会議員研修会（郡山市）	 （議員全員）
	 26日	 日本遺産フェスティバルin極上の会津オープニングセレモニー（議長）
	 11月３日	 自治功労者表彰式	 （議員全員）
	 ５日	 県道柳津昭和線・滝谷桧原線整備促進期成同盟会県要望会	（議長、産業厚生常任委員長）
		  国道400号杉峠改良促進期成同盟会県要望会	 （議長）
	 ６日	 総務文教常任委員会行政調査（埼玉・栃木県方面〜11月７日）（総務文教常任委員）
		  市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会選手壮行会	 （産業厚生常任委員長）
	 ７日	 産業厚生常任委員会行政調査（長野・新潟県方面〜11月８日）（産業厚生常任委員）
	 10日	 町消防団秋季検閲式	 （議員全員）
	 12日	 両沼地方町村議会議長会中央要望（東京都）	 （議長）
	 13日	 第68回町村議会議長会全国大会（東京都）	 （議長）
		  町戦没者慰霊祭	 （産業厚生常任委員長）
	 17日	 市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会報告会・解団式	 （議長）
	 27日	 議会運営委員会	 （議会運営委員、議長）
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縮
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。

今
後
の
町
を
ど
う
す
る
か
と
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う

こ
と
で
、
会
津
美
里
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で
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。
我
が
町
議
会
で
も
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
は
お
り

ま
す
が
、
今
は
、「
仕
事
の
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全
体
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増
や
し
て
や
る
と
い
う
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が
、
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治
と
い
う
も
の
な
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で
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な

い
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え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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令和７年 第１回定例会

３月５日(水)～３月１４日(金)
 《３月５日　午前１０時開会》

・初日は「一般質問」を行います。
・ゆきげ館とふれあい館ではテレビ傍聴できます。
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10月25日　県町村議会議員研修会場の様子 11月12日　両沼地方町村議会議長会中央要望（参議院会館）の様子

次回定例会のお知らせ


